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ア: 初回献血者向け事前説明用 DVDの作製

`映

像イメージ・献血当F説萌用(映像時間2分 30秒))
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内    容

運用開始時期 平成23年 4月より実施
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一
，４ ホ=ムページの改修

(2)献血会場入El  i  ` l   l  .
ア 固定施設fヒお:サる映像配信システム(デジタルサイネージシステム)

(献血jレTムベの導入事例).
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また、まれに採血に伴う‖作用が生じぅこあ あヽりますので、以下の内容をご理解のうえ献血F
〔ごLヵぃただけますようお願いいたします.                   :

内 容
献血の意義と感謝並びに黙血者の安全性確保のための献血時におけるリスク及び採血副作用防止への注意事項等をt事前

に蘇車煮へ情報提供する。

運用開始時期 平成 21年度末(実施済)

内   =容

献血の意義と感謝並びに献血者の安全性確保のための献血時におけるリスク及び採血副作用防止への注意事項等を、献血

ル■ム等の固定施設に入る前に献血者へ情報提供する。

同システムにっぃて:す、平晟 21年 11月 から順茨導入を開嘉し:現在ご全自の各祟十
~F血
議センら■皮

`献

血ルーム今の基

備を完了している。

運用開始時期
平成21年度茉(実施済)     '    |            ■
なお(初回献血者向け事前説明(献血前・献血時・献ユ後等)用映像の配信1ま平成23年 31月よリ

〔秋田県赤十字血液センタ=御所野出張所〕 (提供情報彿)

O漱血基準     .
② 献ユの市れ        '
③ 受付時に配布している「お願いJ情報
④ 初回転血者向け事前説明用映像
(献血前・献血時・献血後等 )

o 籍血用聾準製剤の在

=情

報  .

0 献血推進に係る広報(CM素材)
0 献血推進キャンペーン情報   ・
③ 血液の知撃 警
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献血受付
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初甲献血者キわかぅ員印とな|10(ネラクストラガ)

内 ・  容

'運用開始時期 彎 1月 (実地済)

(ネ

'ク

ストラ
'プ

)
(リーフレット)

轟 抑
ィ.『お願し`Jりニフレットの改訂

(「お願い」リーフレット)

(中面)

容内

献血者に手渡している

典時に生じる副作用.

る。

「お願ぃJリァラレット

献血していたたいた血液,
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て、ィジフォ_ム ド早シセントに條る内容 (揉
血液悴lt異常を認めキ場,のお知らず |)1を簡潔明瞭1こす

運用開始時期 干威23年 4月より

|  ・ウ.IⅢ液事業統■シ寿ム0改修.
内 容 採血基準の改正及●F・5診票の改請に適合したシステム多 ぅ。:
:運用開始時期: 平成 23年 4月■CJ実施
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内

採血基準の改正に併せて実施される間診票の改訂 (質問事項14項目から23項目に変更)に伴い、献血ルーム等

に係る内容も肇り込むこととする。

:の固定施設における間診票回答システムの改修を行う。

なお、前述の1.事前説明における初口献ユ者事前説明用wDの作製
運用開始時期 平成 23年 4月より実施

土.F・n診票回答システムあ改修  : ‐

(画面遷移イメージ)
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初回献血者映像

(1分 30秒 )

(質問 No.2‐ 14省略 )
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(質問 No.16‐ 22省略)
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内    容

今後、硫酸銅比重液の使用量の低下により、ア
ニカ

「

の生準中止が予想されること、また欧米ではt硫酸銅比重液を採

五基準の判定に用いている国は少ないことから、判定結果の客観性向上のためにも面色素(ヘモグロビン)による判定紘

―する。

現在、口|て使層できる缶場響今■グFビジ痴定星置は 1機糧|″●れ が:F.機管理上の面から2機糧黙上の機器

をt本年度中に追

"導

入することとしている。なお、平成23年 1月末時点で、既IF全国9血液センター47施華中40"
設(全体の 860/.)で箇易ヘモグロビン装置1七ょる典色素判定に移行してぃる。              ・

運肩開始時期‐ 平成 23年 4月より実施



(1)献血ル=ム等における献血後休通ホ ニスの拡去尋

2: 様血後+分に休憩できる環境整備

(平成22年度以降あ環境整備の実例)

帯玉県赤+字ュ液センター l,

|  .〔大宮献五ル
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3.低比重者などへの対応:

(1):全モグ|ビジ不足にょり議血

大阪府赤十字血腋センタニ
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,どなんlfa血ルーム〕

新潟県赤十■血漱センタ■
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